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は じ め に

青森県の太平洋沿岸vcはホ.y'キガイが多産 したが､その水場高は減少の一途を辿 っている｡ この為に

毎年福島県その他から天然稚且を購入移殖 して来たが､稚且は年々入手困難と在ってきてお り､ これに

代る稚具の人工採苗が強 く要請される様vcなって来た｡

この為に､今年度より国の指定試験研究により､ホッキガイの人工採苗技術の開発と､その放流効果

試験を実施することと在った｡

材料および方法

(1) 母 且

第 1表のとおり

(2) 産 卵 誘 発

16-17℃加温刺激

第 1表 使用したホッキガイ母月の性状

採 捕 年 月 日 採 捕 場 所 誘 発 年 月 日 平 均 殻 長 年 令

使 用 個体 数第1回 昭44年 5月vc､福島県磯部 昭 44.4.25. (c

m) (年) (個)地先で採捕 し､その後陸奥湾茂浦地先の筏に垂下していたも

の 8.5 4 21昭44.4.24 青森県八戸

地先 4.24 7.4 5一一 4 55第 2回 5. 7 〟 5. 7 7.1 5 -- 4 4

0第 3回 5.15 〟 5.1.5 7.8 5 - 6

55第 4回 5.29 噴火湾八雲地先 5.50 10.5

8 --10 40弊 詳細につ

いては､昭和 44年度指定持験研究年度末報告書として発表済#･･X
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(3) 浮遊幼生の飼育

飼育水槽 : 0.6トンポリエチレン水槽

飼育密度 :約 1,000イ臥/e

飼育温度 : 17℃､ 20℃､ 10-12.8℃､ 12.5- 19･7℃

換 水 : 2-3日毎vc全換水

餅 料 '.Monochrysis lutheri,Chaetoceros calcitrans,Phaeductylum tricornu~

tum.をそれぞれ､または混合して0.027-0.874mg(Dry･W)/個体の割合

で毎日投餌

(4) 底生稚且の飼育

(i) 陸上飼育試験

各種の容器を用い流水方式で飼育｡

餌料としてはMc.IutheriまたはPh.

tricornutumを適当量投与｡

(ii) 海中垂下飼育

ポリエチレンネットおよび砂を入れ

たポリエチレン龍に稚貝を収容し､セ

ンター前の筏より水深約 3m層に垂下

飼育｡

(5)稚月の空中露出試験

第1図 放 流 地 点殻長8- 16裾となった雅兄を用へ (日湿砂＼(ii)湿ガーゼ､(iii･)空中露出の

3条件下における生死を48時間に亘って観

察｡(61稚月の放流昭和44年10月31日に､得 られた雅兄約 12,500個の一部に赤色ラ

ッカーを塗布し､湿砂を入れた寵に収容して運搬し､市川漁賂地先のホ･yキガイ禁漁区､水深9

.8mの所に放流した｡(

7) 稚且の越冬飼育試験残った稚見約1万個vcついては､引続きポリエチレン寵を用いて､さらに大きく育て

る為に越冬飼育中｡

試験結果および考察

(1) 産卵誘発結果第 2表に示した様に､何れの母只も温度刺激によって産卵誘発が可能であ

ったが､採卵由適期は福島県産のものは4月下旬頃､青森県産のものは5月中旬頃､噴火湾産のもの

は 5月下旬以降と､北方産のも

の程遅い傾向があった｡受精率は極めてよく90% 以上で､水温16- 18℃では浮上までに8- 1

0時間､D型幼生に浸るまでVC35- 40時間を



第2表 産卵誘発状況

誘 発年 月 日 母 具 の 産 地 雌 の 誘 発 率 雄 の 誘 発 率

備 考昭44.4.24 磯部産 (茂浦) 67(狗 75(狗 第

1回飼育vc使用八 戸

産 0 55 -5. 7

八 戸 産 10 25 第2回 〝5

.15 八 戸 産 24 26 第5回 〝5.50 八 雲 産 12-15℃の海
水々槽中vc垂下しただけ

で多数放卵放精 第4回 〝(2) 浮遊幼生の飼育結果代表的を水

槽における幼生の成長､歩留は第2図に示すようVCなった｡成長､歩留とも最もよい成績が出たのは､Ch･CaI

citransを与 えたもので､次いでMc･luthe-riを与えた ものもよかったが､Ph.tricornutumを与えたも

のは非常vc劣 り､底生移行までの飼育が困難であった｡底生移行Tiでの日数は､ 17℃では20-22日､ 20℃では16-17日であっ

た｡飼育が可能を水温の下限は約 12Cと推定された｡屋内水槽vCおける底生移行までの歩留は

､成績のよいものでは30% 以上と在り､屋外水槽vcおいては 1例のみであるが91% と言う.極
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(3).底生稚貝の飼育結果

各種の方法で飼育した底生稚具の成長は第3図vC示すようVCなったo

垂内水槽を用へ 瓶培養した餌料生物を授与して飼育したもの (第3図中の(i)｣iv) では､成長､
歩留ともVC思わしく夜かったO

これに対して､屋外8トン水槽を用へ 隣接する8トン水槽でPh･tricornutumを粗放培 養 し､
これをサイフオンで供給 したものでは成長､歩留ともVC相当よい成績を示 した｡

海中で垂下飼育したもののうち､ポリエチレンネットで飼育したもので私 付着生物VCよって稚只
がからまれで歩留が極めて悪かった｡しかしポリエチレン寵vc砂を入れて飼育したものでは､成長､

歩留とも最もよい成績を示 したoその平均歩留は 98% にも達し､屋外8トン水槽のものの約2倍VC

及んだ｡
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大型シャーレ〟
〟
約半数空気嫌気入る約2/3集全部集死
海水湿ガーゼ入る約半数舞死死

大型シャーレ

空 中 露 出 〟J 〟 一部
空気入る



(4)稚貝の空中露出試験結果

第3表に示したように､湿砂に埋没したものでは48時間を経過しても全く異状がなかった｡放流

をどの為に稚貝を運搬するに当っては､ この方法をとるのがよさそうである｡

(5)放流試験経過

稚見にラッカーを塗布した後､海水中vc2日間放置して観察したが､その為の悪影響は全くをいも

のと思われた｡運搬には約 4時間を要したが､湿砂中vc埋没して運搬したので､ この間の-い死も夜

かったものと思われる｡現場vcおける放流作業に当っては､湿砂中に埋没して運搬した寵に紐をつけ､

船より海底近くvcおろした後紐を引いて放流する方法をとったので､雅兄はそれ程広く分散し夜かっ

たものと思われる｡何れ機会を得て､放流後の成長､歩留を追跡調査したいものと思う｡

(6) 稚月の越冬飼育結果

昭和44年 10月末より昭和45年 1- 2月までの約3ケ月間の歩留は平均83.1% となり､それ

程悪く浸かったが､この間の成長は極めて悪く平均0.16- 0.49mmの増穀長に止まった｡成長が悪

かった原因の一つは水温が低下した為と思われるo

夜お同じ時期に､八戸地先のホッキガイ漁場で採捕した当年只と比較すると第4図のようVC在り､

天然ものに比べて人工採苗 ものはか在り小さく､今後さらに飼育方法をどを吟味してゆく必要がある

と思われるQ

第4図 ホッキ




